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職務要約 / PROFESSIONAL SUMMARY

外国人介護人材向け EdTech サービスの Product Manager として、ユーザー課題の整理、機能企画、要件定義、UI/UX 改善、
開発チームとの仕様調整、QA、導入提案まで一貫して担当。介護現場での実務経験と介護福祉士資格を基盤に、利用者・教育
機関・開発チームの視点をつなぎ、実務に根差したプロダクト改善を推進できます。JLPT N1・TOEIC 945 点を有し、日本
語・英語の両言語でステークホルダー調整、仕様書作成、ユーザーコミュニケーションが可能です。

学歴・職歴

年 月 学歴・職歴

2015 4 VBIMT 大学（インド・オンライン） 入学

2018 3 VBIMT 大学（インド・オンライン） 卒業 - Business Administration

2016 4 東京日本語センター 入学

2018 3 東京日本語センター 卒業

2021 4 金沢福祉専門学校 入学

2023 3 金沢福祉専門学校 卒業 - 社会福祉・介護分野

職歴

2019 6 藤田エンジニアリング株式会社 入社 - 通訳・調整業務

2020 6 同社 退社

2023 4 社会福祉法人福寿園 入社 - 介護職

2025 4 株式会社 KizunaBridge 入社（パートタイム） - Product Manager

2025 6 社会福祉法人福寿園 退社

2025 7 株式会社 KizunaBridge 正社員登用 - Product Manager（現在に至る）

以上
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現在の職務内容・プロダクトマネージャーとしての強み

プロダクト戦略・企画 外国人介護人材の学習課題、養成校・介護施設の運用課題を整理し、国家試験対策、語彙学習、教員ダッシュ
ボード、AI 会話機能等の企画・優先順位付けを担当。

要件定義・開発連携 ユーザーストーリー、画面要件、受入条件を具体化し、エンジニア・デザイナーと日本語／英語で仕様を調
整。React Native、Supabase 等の構成を理解した上で実現性と UX のバランスを判断。

UI/UX・品質改善 学習導線、情報設計、問題形式、例文品質、ふりがな・多言語表示等をレビュー。QA で発見した課題を再現
条件・期待動作とともに整理し、改善につなげる。

ユーザー・事業理解 介護福祉士としての現場経験を活かし、外国人学習者、教員、介護事業者のニーズを翻訳。導入提案資料、営
業メール、デモ設計などGo-to-Market活動にも関与。

バイリンガル対応 日本語：JLPT N1／英語：TOEIC 945。異文化環境での合意形成、文書作成、ミーティング進行、翻訳・通訳
に対応。

免許・資格・語学 / プロダクトスキル

資格・語学

2020 年 7 月  TOEIC 945 点
2022 年 8 月  日本語能力試験 JLPT N1
2023 年 3 月  介護福祉士 国家資格

プロダクト・テクニカルスキル
Product Management：プロダクト企画、課題整理、要件定義、
ロードマップ、優先順位付け、ユーザーストーリー、受入条件、
バックログ管理
Agile / UX：アジャイル開発、スプリント単位の開発連携、ワイ
ヤーフレーム作成、画面遷移設計、プロトタイプ、UI/UXレ
ビュー、ユーザーフロー、QA
Development：React Native / Expo、TypeScript、Supabase、
SwiftUI、Python（基礎）
Tools：Figma、Canva、Notion、GitHub、Slack、Xcode、VS 
Code、WordPress、動画編集

自己 PR

私の強みは、現場理解・言語力・プロダクト思考を組み合わせ、曖昧な課題を開発可能な要件へ落とし込めることです。介護職とし
て利用者支援に携わった経験から、机上の機能ではなく「誰が、どの場面で、何に困るのか」を具体的に捉えられます。現在は
Product Manager として、学習コンテンツ、モバイルアプリ、管理ダッシュボードの改善を横断し、エンジニア・デザイナー・営
業・教育機関の間で認識を揃えながら推進しています。日本語と英語を用いたコミュニケーションに加え、UI/UXや実装技術への理
解も活かし、ユーザー価値と事業価値の両立に貢献します。

本人希望欄

プロダクトマネージャー、プロダクトオーナー、Technical Product Manager 職を希望します。勤務地・勤務形態・待遇について
は、貴社規定に従います。


